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６
月
27
日
（
火
）、
福
島
大
学
名

誉
教
授
の
髙
野
保
夫
さ
ん
を
講
師

に
、
７
月
よ
り
開
催
の
、
近
代
短
歌

史
上
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
歌
人

で
精
神
科
医
で
も
あ
っ
た
斎
藤
茂
吉

の
人
と
な
り
や
作
品
に
触
れ
る
プ
レ

講
座
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

山
形
・
上
山
市
に
あ
る
茂
吉
記
念

館
で
は
、
五
十
嵐
学
芸
員
の
ウ
イ
ッ

ト
に
富
ん
だ
説
明
を
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

茂
吉
の
生
涯
を
ひ
も
解
い
て
い
ま
し

た
。
昼
食
後
は
、
山
形
県
郷
土
史
館

「
文
翔
館
」
の
散
策
等
、
大
変
有
意

義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
11
日
（
火
）
に
は
、

髙
野
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
人

間
茂
吉
の
文
学
散
歩
（
全
六
回
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

斎
藤
茂
吉
の
人
と
作
品
に
触
れ
る

文
学
講
座
の
第
一
回
は
、
生
い
立
ち

と
上
京
ま
で
を
、
短
歌
を
交
え
て
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
40
名
を
超
え
る
受
講
者
の

皆
様
に
は
、
感
染
症
対
策
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

通
算
９
年
目
と
な
る
今
年
も
、
髙

野
先
生
を
講
師
に
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
人
間
茂
吉
の
文
学
散
歩
』

学芸員による解説（茂吉記念館にて）

研修ツアー参加者で記念撮影（山形県文翔館 (旧山形県庁 )にて）

↑
７
月
11
日
（
第
一
回
）
の
講
義
風
景



　

６
月
22
日
（
木
）
よ
り
、『
伊
達
地
方
の
信

達
三
十
三
観
音
堂
を
巡
る
』（
全
三
回
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
伊
達
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
の
菊
田
正
男
さ
ん
を
講
師
に
、
第
１
回

は
伊
達
伏
黒
、
梁
川
、
霊
山
（
２
か
所
）
合

計
４
か
所
の
観
音
堂
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

７
月
20
日
（
木
）
の
第
２
回
は
保
原
地
区

の
４
か
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
お
計
ら
い
に
よ
る
観
音
堂
内
部
の

拝
見
や
、
観
音
堂
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
な
ど
も

交
え
な
が
ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
放
課
後
に
開

催
し
て
い
る
子
ど
も
農
園
に
は
、
現
在
25
名

の
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

第
２
回
（
６
／
23
）
は
、
昨
年
の
子
ど
も

農
園
で
植
え
た
玉
ね
ぎ
と
ニ
ン
ニ
ク
の
収
穫

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
（
７
／
14
）
は
、
小
雨
が
降
る
中

で
し
た
が
、
３
種
類
の
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫

し
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
豊
作
で
、
子
ど
も
た
ち
は
一
生
懸

命
、
残
さ
ず
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
収

穫
後
の
保
存
の
仕
方
も
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
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子
ど
も
農
園

伊
達
地
方
の
信
達
三
十
三
観
音
堂
を
巡
る
①
②

第1回

第２回

第30番 利生寺観音堂 ( 梁川 )

第28番 千尋寺観音堂 ( 霊山 )

第23番 平寺観音堂 ( 伊達伏黒 )

第29番 霊山寺観音堂 ( 霊山 )

第25番 
野崎寺観音堂 ( 保原 ) →

↑
第
24
番

卯
花
広
智
寺
観
音
堂

(

保
原)

第27番
壽徳寺観音堂 ( 保原 ) →

↑第26番　野崎寺観音堂 ( 保原 )

↑↓玉ねぎとニンニク　たくさんとれました !

↓ボランティアの先生方によるこまめな手入れ

じゃがいも　どこかな～



　

６
月
24
日
（
土
）、
大
山
ク
リ
ニ
ッ
ク　

大
山
仁
院
長
と
、
福
島
赤
十
字
病
院　

菊
地

利
恵
管
理
栄
養
士
の
お
二
人
を
講
師
に
招

き
、「
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
健
康
講
話
～
健

康
と
栄
養
～
」
と
題
し
た
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

鈴
木
理
事
長
挨
拶
の
後
、
お
二
方
よ
り
、

普
段
皆
さ
ん
が
悩
ま
れ
て
い
る
適
切
な
食
事

の
摂
り
方
や
、
フ
レ
イ
ル
（
加
齢
や
疾
患
に

よ
る
心
と
体
の
働
き
が
弱
く
な
っ
て
き
た
状

態
）
に
つ
い
て
、
病
気
と
の
関
連
も
含
め
わ

か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
山
院
長
の
丁
寧
な
説
明
に
加
え
、
質
疑

形
式
で
、
菊
池
管
理
栄
養
士
が
具
体
的
に
解

説
す
る
な
ど
、
参
加
者
の
理
解
を
深
め
た
内

容
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
８
日（
土
）、
蔵
王
山
最
高
峰

1,841
ｍ
の

熊
野
岳
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

小
雨
の
中
、
宮
城
蔵
王
ガ
イ
ド
協
会
二
名

の
講
師
引
率
の
も
と
、
安
全
に
留
意
し
な
が

ら
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
が
美
し
い
御
釜

の
眺
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

強
風
の
た
め
、頂
上
は
断
念
し
ま
し
た
が
、

下
山
後
は
、
美
味
し
い
豆
腐
づ
く
し
の
昼
食

を
い
た
だ
き
、
蔵
王
温
泉
で
の
入
浴
や
、
街

並
み
を
散
策
す
る
な
ど
、
疲
れ
を
癒
し
な
が

ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
か
ら
７
月
20
日
（
全
木
曜
）
ま

で
の
全
４
回
、
ダ
ン
ス
系
の
運
動
（
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
）
と
し
て
人
気
の
ズ
ン
バ
（Zum

ba

）

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、AFAA

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

RICA

（
リ
カ
）
さ
ん
で
す
。　

　

ラ
テ
ン
系
の
曲
に
身
を
ゆ
だ
ね
元
気
に
踊

る
講
師
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
参
加
者
自
身

で
動
作
部
位
や
ス
テ
ッ
プ
回
数
等
を
加
減
し

な
が
ら
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
無
理
の
な
い

ダ
ン
シ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

緩
や
か
な
振
付
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
、
休
憩
時
の
水
分
補
給
を
上
回
る
位

の
沢
山
の
汗
を
流
し
た
よ
う
で
す
。

　

７
月
25
日
（
火
）、
ベ
ー
カ
リ
ー
麦
々
工

房
の
金
成
敦
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
お
盆

な
ど
人
が
集
ま
る
機
会
に
役
立
つ
、
お
も
て

な
し
料
理
「
に
ん
じ
ん
ラ
ペ
・
と
り
手
羽
元

の
バ
ル
サ
ミ
コ
焼
き
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
テ
ィ
ラ

ミ
ス
」
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

お
肉
の
種
類
を
変
え
た
ア
レ
ン
ジ
法
や
切

り
方
盛
り
付
け
方
を
工
夫
し
た
り
、
ひ
と
手

間
を
加
え
る
だ
け
で
見
た
目
も
グ
ッ
と
華
や

か
に
な
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
わ
り
、
皆
様
料

理
の
腕
を
磨
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
親
せ
き
や
ご
友
人
と
華
や
か
な
料

理
を
囲
ん
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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伊
達
西
地
区
健
康
講
座

熊
野
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ズ
ン
バ
に
親
し
む

お
も
て
な
し
料
理
教
室

丁寧に説明される大山院長

参加者の質問に答える
菊地管理栄養士

←
コ
マ
ク
サ
も
見
頃
！

御釜を背に

曲に合わせて踊る RICA 講師（左上）と、ズンバ教室の風景

和
気
あ
い
あ
い
と
作
業

色鮮やかな盛り付けも
食欲をそそります！→
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殿
町
町
内
会
は
、
現
在
、
建
設
中
の
伊
達

市
伊
達
小
学
校
に
一
番
近
い
町
内
会
で
あ

り
、
令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は

91
世
帯
で
す
。

　

今
回
は
、
当
町
内
会
の
「
令
和
４
年
度
の

ご
み
問
題
対
策
検
討
会
の
活
動
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
①
八
雲
神
社
前
、
②
佐
藤
会

員
宅
西
側
、
③
稲
荷
神
社
前
、
④
神
尾
会
員

宅
西
側
の
４
カ
所
に
ご
み
置
場
が
あ
り
ま

す
。
令
和
４
年
５
月
開
催
の
役
員
会
に
お
い

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ご
み
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
月
、「
ご
み
問
題
対
策
検
討
会
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
足
時
に
、
環
境
衛
生
部
長
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
、
全
班
長
、
四
役
を
構
成
メ

ン
バ
ー
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
み
処
理
問
題
の
優
先
順
位
等
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
、早
速
、メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
、
か
わ
ら
版
「
と
の
ま
ち
」
広
報

を
通
じ
、
町
内
会
員
か
ら
も
ご
み
処
理
問
題

の
具
体
例
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
ご
み
処
理
問
題
（
具
体
例
）

の
調
査
結
果
を
メ
ン
バ
ー
に
配
布
し
、
市
議

会
議
員 

大
竹
重
範
様
に
も
ご
意
見
等
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
の
第
４
回
検
討
会
で
、
殿
町
③
ご
み

置
場
の
問
題
を
優
先
と
す
る
こ
と
や
、
ご
み

置
場
利
用
会
員
へ
の
周
知
と
協
力
を
決
定

し
、
令
和
５
年
２
月
の
第
５
回
検
討
会
に
お

い
て
、
利
用
会
員
の
出
席
の
も
と
、
意
見
や

考
え
等
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
月
の
第
６
回
検
討
会
で
協
議

し
た
結
果
、
殿
町
③
ご
み
置
場
は
現
状
の
場

所
か
ら
移
設
し
な
い
事
、今
後
は
使
用
面（
使

い
方
な
ど
）
の
検
討
を
進
め
る
事
を
決
め
ま

し
た
。

　

な
お
、
令
和
５
年
３
月
に
は
、
駅
南
町
内

会
と
協
力
し
、
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
更
新
の
協
議

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
で
各
１
台

を
更
新
す
る
こ
と
と
い
た
し
、
市
の
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
）

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
令
和
５
年
９
月

に
は
、
殿
町
④
の
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
を
更
新
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
置
場
ご
と
に
問
題
を

具
体
化
し
、
そ
の
利
用
者
と
真
摯
に
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
ご
み
処
理
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
殿
町
町
内
会
長　

渡
邉　

新
一
）

　

伊
達
中
央
交
流
館
に
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ

ン
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
挽
き
立
て
の
コ
ー

ヒ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
（
一
杯
100
円
に

て
）。
お
散
歩
中
の
休
憩
や
会
議
の
際
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
時
間
】
火
～
金
曜　

10
時
～
16
時

　

こ
の
度
、
伊
達
西
地
区
町
内
会
連
合
会
会

長
、
並
び
に
当
法
人
伊
達
西
地
区
自
治
協
議

会
副
理
事
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
両
組
織

の
連
携
運
営
に
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
自
治
協
だ
よ
り
」
の
編
集
を
担
当

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
是
非
、
交
流
館
の
行
事

や
講
座
へ
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
区
の
皆
様
の
融
和
を
は
か
り
、
教
養
を
高

め
な
が
ら
、
明
る
い
地
域
社
会
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

 （
山
田
陽
）

挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
ご
用
意
し
て
ま
す

シリーズ

お
ら
が
町
内
会
パ
ー
ト
３

殿
町
町
内
会

二
．ご
み
問
題
対
策
検
討
会

三
．プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
状
況

四
．ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
の
活
用

一
．伊
達
小
に
一
番
近
い
町
内
会

五
．今
後
の
ご
み
問
題
に
向
け
て

ご
利
用
の
際
は
交
流
館
窓
口
ま
で
!

ゴミ問題対策検討会のようす

除草作業のようす


